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雑
誌
の
売
上
低
迷
と
コ
ン
ビ
ニ

出
店
増
が
運
送
会
社
の
収
支
を

圧
迫雑

誌
や
書
籍
と
い
っ
た
出
版
物

は
、
主
に
首
都
圏
で
印
刷
・
製
本

し
、
幹
線
便
で
各
地
の
物
流
セ
ン

タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
て
、
同
所
よ

り
書
店
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
（
コ
ン
ビ
ニ
）
店
舗
へ
届
け
ら

れ
る
。
輸
配
送
業
務
は
取
次
が
手

配
し
、
業
量
（
出
版
物
の
取
扱

量
）
が
多
い
大
都
市
圏
で
は
各
社

に
よ
る
自
家
配
送
が
中
心
で
、
地

方
で
は
複
数
の
取
次
が
共
同
で
車

を
仕
立
て
る
共
配
便
と
な
る
。
配

達
時
間
帯
は
主
に
夜
間
で
、
閉
店

後
の
書
店
や
無
人
の
コ
ン
ビ
ニ
店

舗
な
ど
は
運
送
会
社
が
カ
ギ
を
預

か
っ
て
納
品
し
て
い
る
。

運
送
会
社
の
収
支
を
圧
迫
し
て

い
る
の
が
「
業
量
の
落
ち
込
み
」

と
「
配
送
先
の
増
加
」
だ
。
出
版

物
全
体
の
流
通
量
は
年
々
縮
小
し

て
お
り
、
中
で
も
雑
誌
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
な
ど
に
押
さ

れ
、
よ
り
顕
著
に
販
売
量
を
落
と

し
て
い
る
。
他
方

で
、
配
達
先
件
数

は
コ
ン
ビ
ニ
店
舗

の
拡
大
で
増
加
の

一
途
を
辿
る
。
出

版
物
輸
送
は
共
配

が
多
い
こ
と
も
あ

り
、
運
賃
契
約
が

重
量
建
て
。
一
件

当
た
り
の
業
量
が

減
っ
て
配
達
件
数

が
増
え
れ
ば
固
定

費
負
担
は
重
く
な

り
、
運
送
会
社
の

経
営
を
圧
迫
す

る
。１

９
８
５
年
か

ら
宮
城
県
全
域
の

書
店
お
よ
び
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
配
送
を
担
当
し

て
い
る
中
央
運
輸

（
本
社
・
東
京
都

中
央
区
、
赤
澤
善
博
社
長
）
で

は
、
業
務
開
始
当
初
は
４
５
０
店
舗

に
向
け
て
車
両
18
台
で
配
送
し
て

い
た
が
、
現
在
の
配
送
先
店
舗
数

は
１
６
０
０
に
上
り
、
車
両
数
も
42

台
へ
増
加
。
一
見
、
事
業
が
順
調

に
拡
大
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

る
が
、
店
舗
数
の
伸
び
と
反
比
例

し
て
業
量
の
減
少
に
は
歯
止
め
が

掛
か
ら
ず
、
２
０
０
３
年
に
月
間
３

０
０
０
ｔ
以
上
あ
っ
た
取
扱
量
も
、

今
で
は
そ
の
半
分
の
１
５
０
０
ｔ
ま

で
縮
小
し
て
い
る
。「
現
状
は
非
常

ＦＯＣＵＳ

本
が
店
頭
に
並
ば
な
い
!?
―
―

危
機
を
迎
え
る
出
版
流
通

相
次
ぐ
運
送
会
社
の
撤
退
に
、
急
が
れ
る
業
界
横
断
的
な
流
通
改
革

コンビニ店舗に陳列される雑誌や書籍

出
版
流
通
が
危
機
的
状
況
を
迎
え
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
路
線
会
社

を
は
じ
め
と
す
る
運
送
会
社
が
各
地
の
輸
配
送
業
務
を
取
り
合
っ
た

が
、
最
近
は
同
業
務
か
ら
の
撤
退
を
決
め
る
企
業
が
後
を
絶
た
な
い
。

出
版
取
次
５
社
と
輸
送
会
社
19
社
で
構
成
さ
れ
る
出
版
取
次
協
和
会

（
柏
木
祐
紀
会
長
）
が
掲
げ
た
２
０
１
７
年
度
の
テ
ー
マ
『
出
版
流
通

を
止
め
な
い
～
す
べ
て
は
読
者
の
た
め
に
～
』
に
も
、
厳
し
い
業
界
動

向
は
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。
背
景
に
は
複
数
の
社
会
情
勢
の
変
化
が

あ
り
、
抜
本
的
解
決
が
難
し
い
事
情
も
あ
る
が
、
「
本
」
と
い
う
文
化

を
全
国
へ
届
け
続
け
る
た
め
に
今
、
企
業
の
垣
根
を
越
え
た
出
版
流
通

の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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当
日
の
検
討
会
で
は
、
前
回
会
合

で
の
委
員
か
ら
の
指
摘
な
ど
を
踏
ま

え
た
提
言
案
を
提
示
し
、
お
お
む
ね

了
承
さ
れ
た
。

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
機
能
を

持
続
的
に
果
た
し
、
効
率
化
と
高
付

加
価
値
化
を
図
る
「
強
い
物
流
」
の

実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
そ
れ
を

可
能
に
す
る
た
め
の
６
項
目
か
ら
な

る
提
言
で
は
、
特
に
連
携
・
共
創
の

重
要
性
や
新
技
術
の
活
用
に
よ
る
物

流
革
命
、
物
流
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
国
民
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
。
ま
た
、
次
期
大
綱
は

こ
れ
ま
で
の
５
年
計
画
で
は
な
く
、

２
０
２
０
年
度
ま
で
の
４
年
計
画
と

さ
れ
た
。

「
２
０
２
０
年
ま
で
の
数
年
間

は
こ
れ
ま
で
と
違
う
」

出
席
し
た
委
員
か
ら
は
「
従
来
の

個
別
最
適
か
ら
全
体
最
適
へ
の
移
行

は
、
物
流
事
業
者
に
と
っ
て
か
な
り

の
構
造
変
革
を
強
い
ら
れ
る
。
無
理

な
く
全
体
最
適
に
進
め
る
よ
う
行
政

か
ら
の
き
め
細
か
い
支
援
が
必
要
に

な
る
」
と
の

指
摘
が
あ
っ

た
ほ
か
、
新

技
術
の
進
展

な
ど
を
見
据

え
な
が
ら
き

め
細
か
く
大

綱
を
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
す

る
必
要
が
あ

る
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ

れ
た
。

野
尻
座
長

は
、
「
検
討

会
で
議
論
を

重
ね
て
い
る

時
に
、
物
流

が
国
民
的
な

関
心
を
呼
ぶ

事
態
が
起
き

ＦＯＣＵＳ

「
強
い
物
流
」
実
現
へ
―
―
次
期
物
流
大
綱
の
素
案
を
決
定

有
識
者
検
討
会
　
　
新
技
術
と
“
共
創
”
で
物
流
危
機
を
克
服

次
期
総
合
物
流
施
策
大
綱
の
素
案
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
「
総
合
物

流
施
策
大
綱
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
」
（
座
長
＝
野
尻
俊
明
・
流
通

経
済
大
学
学
長
）
の
第
７
回
会
合
が
15
日
に
開
か
れ
、
提
言
内
容
を
決

定
し
た
。
労
働
力
不
足
に
起
因
す
る
物
流
危
機
の
顕
在
化
や
技
術
革
新

な
ど
が
進
む
な
か
、
限
ら
れ
た
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
効
率
性
と
新

た
な
価
値
創
造
を
備
え
た
「
強
い
物
流
」
を
目
指
す
と
と
も
に
、
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
６
項
目
の
提
言
を
盛
り
込
ん
だ
。
政
府
で
は
、
こ

の
提
言
を
踏
ま
え
て
大
綱
を
策
定
し
、
早
け
れ
ば
７
月
中
に
も
閣
議
決

定
す
る
。
ま
た
、
大
綱
で
示
さ
れ
た
方
向
性
を
具
体
的
な
施
策
に
落
と

し
込
む
「
総
合
物
流
施
策
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
、
一
部
施
策

に
つ
い
て
は
来
年
度
予
算
案
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

有識者検討会の提言を決定




